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「
区
長
の
公
約
は
一
体
ど
う

な
っ
た
の
か
？
」
…
予
算
議
会

で
も
大
き
な
論
点
と
な
り
ま
し

た
。そ

も
そ
も
滝
口
区
長
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
縮
小
に
待
っ

た
」
「
区
民
の
足
を
便
利
に
、

身
近
な
交
通
手
段
の
再
構
築
」

を
掲
げ
て
当
選
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
予
算
で
も

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
具
体

的
な
提
案
も
な
く
、
移
動
に
関

す
る
「
実
態
調
査
」
も
拒
否
、

今
後
の
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
も
後
ろ
向
き

の
ま
ま
で
す
。

高
齢
・
障
害
が
あ
っ
て
も
自

由
に
移
動
で
き
る
ま
ち
へ

移
動
・
交
通
弱
者
な
ど
の
実

態
調
査
に
つ
い
て
区
は
、
「
調

査
し
て
も
真
に
困
っ
て
い
る
人

を
つ
か
め
な
い
」
か
ら
…
な
ど

と
珍
答
弁
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
で
は
台
東
区
や
墨
田
区
は
、

ど
う
い
っ
た
理
由
で
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

墨
田
区
は
、
区
内
の
課
題
と

し
て
「
移
動
に
困
難
を
抱
え
る

区
民
等
へ
の
対
応
」
「
公
共
交

通
に
行
政
の
関
与
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
台
東
区
は
、
交
通
利
便
性

は
高
い
と
し
な
が
ら
も
、
空
白

地
域
が
存
在
、
23
区
で
高
齢
化

率
が
最
も
高
い
こ
と
な
ど
あ
げ

て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

荒
川
区
も
墨
田
、
台
東
両
区
と

事
情
は
そ
う
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
問
題
は
、
滝
口
区
長
の
姿

勢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

区
民
の
切
実
な
声
と
実
態
を

区
政
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

定例法律相談

４月７日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

以
前
か
ら
町
屋
８
丁
目
都
営
住

宅
の
敷
地
で
金
網
フ
ェ
ン
ス
に
囲

ま
れ
た
都
有
地
が
あ
る
こ
と
は
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
。
区
の
福

祉
施
設
な
ど
の
建
設
が
で
き
な
い

も
の
か
と
提
案
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
東
京
都
に
確
認
す
る
と
、

「
未
利
用
地
」
で
な
く
、
東
尾
久

３
丁
目
の
尾
久
消
防
署
下
尾
久
出

張
所
建
替
の
仮
移
転
先
と
し
て
利

用
す
る
よ
う
で
す
。

２
０
２
６
年
か
ら
５

年
間
で
建
て
替
え
る

の
で
、
そ
の
間
、
あ

の
空
き
地
に
消
防
署

の
仮
施
設
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
の
こ
と
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
福
祉
施

設
な
ど
区
と
し
て
検
討
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

横
山
幸
次

地域公共交通についての実態調査をすべき

との要求に対する区の答弁は、全く驚くべき

ものでした。区は、「乗り合いタクシーの事

前調査で乗りたい人が多くいたが、実際は１

日１人以下になった」ので調査しても「真に困っている人は

分からない」という驚くべきものでした。詰まるところ、

「利用する」と答えたのに「利用しなかった」ので調査して

も無駄という理屈です。

しかし、台東区、墨田区だけでなく、多くの区では交通問

題の調査を積極的に行っています。そこから、少数であって

も「交通不便地域や移動困難者」を把握し、コミュニティバ

ス路線やその他の移動手段を模索しています。

こうした姿勢と真逆の荒川区の姿勢は、大問題です。滝口

区長も同様な考えなのかが問われています。

千葉大学予防医学研究センターは、国内25市町に住む高齢者約500

0人（平均年齢73歳）を対象に2016年から実施した追跡調査の結果

をまとめ発表しました。それによると、車を利用していない高齢者

のうち「徒歩圏に駅やバス停がある」という人に対して「ない」と

答えた人は３年後に1.6倍、鬱（うつ）を発症しやすいことがわか

りました。センター

は、調査結果を踏ま

え「公共交通機関へ

のアクセスを維持・

改善することは高齢

者のうつ対策に寄与

する可能性がある」

と指摘しています。

墨田区では「墨田区地域公共交通計画」
を区民参加で策定
墨田区は、昨年、地域公共交通計画を策定し

ました。その中で、公共交通の課題としてあげ

たなかに、移動困難な区民への対応、公共交通

への行政の関与です…。さて荒川区は？

墨田区地域公共交通計画…より
第４章 本区の公共交通の課題

１ 課題の抽出

課題① 効率的に交通資源を活用する必要がある

課題② 安全・安心に移動できる環境整備が求め

られている

課題③ 移動に困難を抱える区民等への対応が必

要である

課題④ 公共交通に行政の関与が求め

られている

課題⑤ 環境負荷の軽減など時代の潮

流への対応が求められている

裏面 廃プラスチックの分別回収、国保料値下げなど…



南千住駅前ふれあい館 5 月2 8 日(水)19 時～2 0 時

荒川さつき会館 5 月14 日(水)14 時～15 時

町屋文化センター 6 月2 4 日(火)19 時～2 0 時

町屋ふれあい館 5 月17 日(土)10 時～１１時

荒木田ふれあい館 7 月  7 日(月)14 時～15 時

23
区
で
は
１
９
７
４
年
か
ら

34
年
間
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
不

燃
ご
み
と
し
て
回
収
し
、
そ
の

ま
ま
埋
立
て
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
か
ら
は
23
区
の

家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
量
の
約
６
割

を
占
め
て
い
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
（
以
下
廃
プ
ラ
）
を
「
燃
え

る
ゴ
ミ
」
で
回
収
し
焼
却
処
理

す
る
こ
と
で
最
終
処
分
場
（
埋

立
て
地
）
の
延
命
化
を
は
か
る

方
針
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、
最
初
か

ら
廃
プ
ラ
回
収
を
要
求

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
一
緒
に
燃

や
す
こ
と
で
、
焼
却
炉
が
高
温

に
な
り
効
率
的
と
し
て
、
燃
焼

に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
近
隣
施
設
へ
の
熱
供
給

や
発
電
に
活
用
も
出
来
る
と
の

理
由
か
ら
「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
実
施
し
て
き
た
の
で

す
。日

本
共
産
党
区
議
団
は
、
当

時
か
ら
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼

却
は
化
石
燃
料
を
燃
や
す
こ
と

と
同
じ
」
「
二
酸
化
炭
素
の
排

出
に
よ
り
温
暖
化
へ
深
刻
な
影

響
を
与
え
る
」
「
排
ガ
ス
か
ら

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
カ
ド
ミ

ウ
ム
、
鉛
、
亜
鉛
、
銅
、
な
ど

の
重
金
属
や
化
学
物
質
な
ど
が

出
て
健
康
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
」
な
ど
指
摘
し
、
廃
プ
ラ

の
分
別
回
収
の
実
施
を
一
貫
し

て
主
張
。

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
つ
な
が
る
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
度
の
導
入
な
ど
、
大
量
生
産

大
量
消
費
大
量
廃
棄
と
い
う
経

済
・
社
会
の
あ
り
方
の
転
換
に

よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産

量
・
使
用
量
の
根
本
的
な
削
減

の
道
を
進
む
べ
き
と
求

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た

製
造
メ
ー
カ
ー
が
製
品

の
廃
棄
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
責
任
を
持
つ
「
拡
大

生
産
者
責
任
」
の
実
施
が
必
要

で
す
。

２
０
２
１
年
５
月
に
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
」
が
可

決
・
成
立
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
、
荒
川
区
で
も
全
域
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
源
と
し
て
回

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
減
量
目
標
を

持
っ
た
取
り
組
み
を

２
月
議
会
・
予
算
特
別
委
員

会
で
も
こ
の
問
題
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

横
山
区
議
は
、
「
廃
プ
ラ
回

収
の
実
施
で
、
廃
プ
ラ
量
を
区

が
把
握
で
き
る
。
今
後
そ
の
排

出
量
を
減
ら
す
目
標
を
持
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
」
と
求
め
ま

し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
な

く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
使
用

を

減

ら

し、

再

利

用

小
池
都
政
は
、
お
台
場
に

「
世
界
最
大
級
」
の
巨
大
噴

水
建
設
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
都
民
の
批
判
の

的
と
な
っ
た
、
都
庁
舎
に
映

し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
（
３
年
間
64
億

円
）
に
続
く
「
無
駄
遣
い
で

は
」
と
い
う
声
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

物
価
高
騰
で
都
民
の
暮
ら

し
が
大
変
な
と
き
に
、
本
当

に
必
要
な
施
設
な
の
で
し
ょ

う
か
。

都
政
と
し
て
、

光
を
当
て
る
と
こ

ろ
が
違
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

毎年値上げが繰り返されてきた国民健康保険料。高すぎる保

険料を何とかしてほしいと、区民のみなさんから多くの声が寄

せられています。日本共産党区議団は、議会内外で値下げを繰

り返し求め続けて来ました。

今回の値下げは、東京都が2023年度と2024年度の医療給付費

の伸びを実際よりも大きく見込んだことにより、納付金学増額

と保険料大幅値上げされたことによるものです。

簡単に言えば、結果としてこの2年間の保険料は、とりすぎた

ということです。同時に国や東京都が法定外繰り入れ解消の圧

力を強めているもとで、各自治体が都に対し納付金の引き上げ

に反対の意見を上げ、東京都は2023年度決算剰余金を追加活用

し、納付金の増額を抑えることとしました。こうしたことから

区の国民健康保険条例の改正に。初めて賛成しました。

法定外繰り入れゼロならまた値上へ
一方で、特別区で値上げの負担を軽減するとして納付金の６％

を法定外繰り入れで対応して毎年１％づつ減らす激変緩和策を

実施ししていますが、2026年度には解消するとしています。今

後の値上げ路線は変わっていません。また赤ちゃんからも保険

料を取る人頭税のような均等割りもそのままです。

法定外繰り入れの継続、子どもの均等割廃止と合わせて東京

都が国保料の負担軽減を実施するよう求めていきます。

お問い合わせ
清掃リサイクル推進課 作業係

03-3892-4671
啓発指導係

03-5692-6697


